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一
身
田
寺
内
町
は
、
平
成
二
十

九
年
十
一
月
に
国
宝
指
定
さ
れ
た

２
施
設
を
含
む
高
田
本
山
専
修
寺

を
中
心
と
し
た
寺
内
町
で
、
今
も

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
環か
ん
ご
う濠
が
残
さ
れ

る
な
ど
、
多
く
の
文
化
財
や
歴
史

的
な
町
並
み
を
現
在
に
伝
え
て
い

ま
す
。

　

毎
年
、
春
秋
に
地
元
の
住
民
や

商
店
、
地
元
中
学
校
の
生
徒
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
一
身
田
寺
内
町

の
清
掃
や
高
田
本
山
専
修
寺
境
内

の
清
掃
・
除
草
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
と
今
春
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
実
施
が
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、

実
施
が
予
定
さ
れ
る
と
き
に
は
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
二
十
二
日
（
木
）
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、
津
波
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
三
重
短
期
大
学
か
ら
、
高
台

に
あ
る
一
身
田
上
津
部
田
の
県
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、
学

生
と
教
職
員
が
歩
い
て
避
難
し
ま

し
た
。

　

ま
た
学
内
で
は
防
災
啓
発
車
に

　

現
在
、
本
学
の
授
業
に
つ
い
て

は
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ

な
が
ら
、
対
面
授
業
を
基
本
と
し

つ
つ
一
部
遠
隔
授
業
も
取
り
入

れ
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
へ
の
出
入
り
口
に
は
消
毒

液
を
設
置
し
、
各
教
室
で
は
着
席

制
限
を
行
い
、
教
室
教
壇
や
図
書

館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
飛
沫
防
止
対

策
と
し
て
遮
蔽
措
置
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

食
堂
も
同
様
に
着
席
に
制
限
を

設
け
、
飛
沫
防
止
対
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、感
染
状
況
を
注
視

し
つ
つ
、安
全
面
・
健
康
面
に
考
慮

し
た
姿
勢
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

よ
る
地
震
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

校
舎
の
３
・
４
階
と
屋
上
は
津

波
避
難
ビ
ル
の
指
定
を
受
け
て
い

る
た
め
、
屋
上
の
緊
急
避
難
場
所

の
確
認
も
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
時
は
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

こ
の
訓
練
に
よ
り
防
災
意
識
の
一

層
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
社
会
情
勢
の
中
で
は
、
若
い
学
生
の
存
在
は

　

高
齢
化
が
進
む
社
会
情
勢
の
中
で
は
、
若
い
学
生
の
存
在
は

地
域
に
と
っ
て
大
切
な
財
産
と
な
り
ま
す
。

地
域
に
と
っ
て
大
切
な
財
産
と
な
り
ま
す
。

　

三
重
短
期
大
学
で
は
、
学
生
の
学
内
活
動
だ
け
で
な
く
、
地

　

三
重
短
期
大
学
で
は
、
学
生
の
学
内
活
動
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
に
お
い
て
自
主
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
す
る
こ
と
を

域
社
会
に
お
い
て
自
主
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
す
る
こ
と
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
、
学
生
が
地
域
貢
献
を
果
た
す
と
と
も
に
、

　

こ
う
し
た
活
動
は
、
学
生
が
地
域
貢
献
を
果
た
す
と
と
も
に
、

地
域
社
会
が
学
生
を
育
む
機
会
で
も
あ
り
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

地
域
社
会
が
学
生
を
育
む
機
会
で
も
あ
り
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
三
重
短
期
大
学
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

た
三
重
短
期
大
学
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
身
田
寺
内
町
の
清
掃

一
身
田
寺
内
町
の
清
掃

大
津
波
想
定
避
難
訓
練

大
津
波
想
定
避
難
訓
練

　

学
生
機
能
別
消
防
団
で
は
、
避

難
所
で
の
救
援
物
資
の
配
布
な
ど

の
支
援
活
動
や
各
種
消
防
講
習
会

に
お
け
る
支
援
及
び
広
報
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

辞
令
交
付
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
度
も
50
名
の
学
生
が
機

能
別
消
防
団
員
と
し
て
入
団
し
ま

し
た
。

　

10
月
に
は
、
初
期
消
火
訓
練
及

び
救
急
法
に
参
加
す
る
な
ど
地
域

防
災
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
四
月
か
ら
新
た
に
食
物

　

今
年
度
四
月
か
ら
新
た
に
食
物

栄
養
学
科
を
設
置
し
、
本
学
は
法

栄
養
学
科
を
設
置
し
、
本
学
は
法

経
科
、
生
活
科
学
科
と
あ
わ
せ
て

経
科
、
生
活
科
学
科
と
あ
わ
せ
て

三
学
科
体
制
に
な
り
、
新
し
い
カ

三
学
科
体
制
に
な
り
、
新
し
い
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
で
新
年
度
を

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
で
新
年
度
を

迎
え
ま
し
た
。
ま
た
法
経
科
第
２

迎
え
ま
し
た
。
ま
た
法
経
科
第
２

部
で
は
、
仕
事
や
育
児
・
介
護
な

部
で
は
、
仕
事
や
育
児
・
介
護
な

ど
の
た
め
に
通
学
時
間
が
限
ら
れ

ど
の
た
め
に
通
学
時
間
が
限
ら
れ

る
方
、
あ
る
い
は
自
分
の
ペ
ー
ス

る
方
、
あ
る
い
は
自
分
の
ペ
ー
ス

で
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
学
び

で
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
学
び

た
い
と
い
う
希
望
を
お
持
ち
の
方

た
い
と
い
う
希
望
を
お
持
ち
の
方

な
ど
、
様
々
な
学
生
の
ニ
ー
ズ
に

な
ど
、
様
々
な
学
生
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
る
た
め
に
、
二
年
間
で
卒
業

応
じ
る
た
め
に
、
二
年
間
で
卒
業

す
る
課
程
を
、
通
常
の
授
業
料
で

す
る
課
程
を
、
通
常
の
授
業
料
で

三
年
ま
た
は
四
年
を
か
け
て
卒
業

三
年
ま
た
は
四
年
を
か
け
て
卒
業

で
き
る
長
期
履
修
学
生
制
度
を
開

で
き
る
長
期
履
修
学
生
制
度
を
開

始
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
四
名
の

始
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
四
名
の

長
期
履
修
学
生
が
、
こ
の
新
し
い

長
期
履
修
学
生
が
、
こ
の
新
し
い

制
度
を
活
用
し
て
学
ん
で
い
ま

制
度
を
活
用
し
て
学
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
十
月
か
ら
は
、
本
学

す
。
さ
ら
に
十
月
か
ら
は
、
本
学

の
卒
業
生
お
よ
び
地
域
の
皆
様
を

の
卒
業
生
お
よ
び
地
域
の
皆
様
を

対
象
に
「
管
理
栄
養
士
国
家
試
験

対
象
に
「
管
理
栄
養
士
国
家
試
験

対
策
講
座
」
と
「
社
会
福
祉
士
国

対
策
講
座
」
と
「
社
会
福
祉
士
国

家
試
験
対
策
講
座
」
を
新
し
く
開

家
試
験
対
策
講
座
」
を
新
し
く
開

講
し
ま
す
。

講
し
ま
す
。

　

昨
年
九
月
に
『
学
報
み
え
た

　

昨
年
九
月
に
『
学
報
み
え
た

ん
』
を
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け

ん
』
を
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け

し
た
と
き
に
は
、
一
年
後
に
は
コ

し
た
と
き
に
は
、
一
年
後
に
は
コ

ロ
ナ
禍
も
一
定
程
度
収
ま
り
、
ア

ロ
ナ
禍
も
一
定
程
度
収
ま
り
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
を
迎
え
た
本

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
を
迎
え
た
本

学
の
様
子
を
ご
報
告
で
き
る
の
で

学
の
様
子
を
ご
報
告
で
き
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
一
昨

は
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
一
昨

年
度
中
止
し
た
学
位
記
授
与
式

年
度
中
止
し
た
学
位
記
授
与
式

を
、
今
年
三
月
に
は
保
護
者
に
出

を
、
今
年
三
月
に
は
保
護
者
に
出

席
を
控
え
て
い
た
だ
く
形
で
挙
行

席
を
控
え
て
い
た
だ
く
形
で
挙
行

し
、昨
年
度
中
止
し
た
入
学
式
を
、

し
、昨
年
度
中
止
し
た
入
学
式
を
、

今
年
四
月
に
は
新
入
生
の
み
の
出

今
年
四
月
に
は
新
入
生
の
み
の
出

席
で
執
り
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た

席
で
執
り
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た

昨
年
度
は
講
義
の
開
始
時
期
を
大

昨
年
度
は
講
義
の
開
始
時
期
を
大

幅
に
遅
ら
せ
、
遠
隔
講
義
を
多
く

幅
に
遅
ら
せ
、
遠
隔
講
義
を
多
く

開
講
し
ま
し
た
が
、
今
年
四
月
に

開
講
し
ま
し
た
が
、
今
年
四
月
に

は
ほ
ぼ
例
年
通
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

は
ほ
ぼ
例
年
通
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
前
期
の
講
義
を
開
始
し
、
九

ル
で
前
期
の
講
義
を
開
始
し
、
九

割
近
い
講
義
を
対
面
で
行
い
ま
し

割
近
い
講
義
を
対
面
で
行
い
ま
し

た
。
学
生
自
治
会
や
三
部
会
主
催

た
。
学
生
自
治
会
や
三
部
会
主
催

の
新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

の
新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

多
く
の
新
入
生
が
参
加
し
て
く
れ

多
く
の
新
入
生
が
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
現
時
点
で
は
ま

　

し
か
し
な
が
ら
現
時
点
で
は
ま

だ
決
し
て
「
ア
フ
タ
ー
」
と
は

だ
決
し
て
「
ア
フ
タ
ー
」
と
は

言
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

言
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
を
余
儀
な

す
。
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
中
で
、
教
職
員
と
学
生

く
さ
れ
る
中
で
、
教
職
員
と
学
生

お
互
い
の
顔
が
見
え
る
形
で
の
大

お
互
い
の
顔
が
見
え
る
形
で
の
大

学
運
営
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
の

学
運
営
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
の  

は
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
は

は
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
何
よ
り
も
学

言
う
ま
で
も
な
く
、
何
よ
り
も
学

生
一
人
一
人
の
理
解
と
協
力
の
お

生
一
人
一
人
の
理
解
と
協
力
の
お

か
げ
で
す
。
昭
和
二
七
年
に
設
立

か
げ
で
す
。
昭
和
二
七
年
に
設
立

さ
れ
た
本
学
は
、
来
年
度
創
立

さ
れ
た
本
学
は
、
来
年
度
創
立

七
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
二
万
名

七
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
二
万
名

を
超
え
る
卒
業
生
に
よ
っ
て
築
か

を
超
え
る
卒
業
生
に
よ
っ
て
築
か

れ
て
き
た
伝
統
を
大
切
に
継
承
し

れ
て
き
た
伝
統
を
大
切
に
継
承
し

な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
と
い

な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
と
い

う
大
き
な
課
題
を
抱
え
つ
つ
、
時

う
大
き
な
課
題
を
抱
え
つ
つ
、
時

代
や
地
域
の
要
請
に
応
え
る
た
め

代
や
地
域
の
要
請
に
応
え
る
た
め

に
大
学
と
し
て
よ
り
良
い
在
り
方

に
大
学
と
し
て
よ
り
良
い
在
り
方

を
絶
え
ず
考
え
、
引
き
続
き
自
己

を
絶
え
ず
考
え
、
引
き
続
き
自
己

改
革
に
邁
進
し
た
い
と
考
え
て
い

改
革
に
邁
進
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
す
。

学
生
機
能
別
消
防
団

学
生
機
能
別
消
防
団

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
つ
い
て

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
と

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
と

��

三
重
短
期
大
学

三
重
短
期
大
学

学
　
長

学
　
長  　　

村
　
井
　
美
代
子

村
　
井
　
美
代
子
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法
経
科
は
第
２
部
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
が
、
お
か
げ
様
で
、
法
経

科
に
お
け
る
教
育
が
開
始
さ
れ
て

か
ら
も
う
す
ぐ
70
年
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
に
お
い

て
、
よ
り
充
実
し
た
法
経
科
教
育

の
実
施
な
ど
の
目
的
か
ら
、
法
経

科
第
２
部
を
設
置
し
た
り
、
第
１

部
の
コ
ー
ス
の
再
編
を
実
施
し
た

り
、
第
２
部
に
長
期
履
修
学
生
制

度
を
設
け
た
り
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
以
上
の
よ
う
な
取
組
み
の
中

で
、
順
調
に
、
社
会
に
と
っ
て
有

為
な
人
材
を
輩
出
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
、
法
経
科
は
、
第
１
部

法
律
コ
ー
ス
59
名
・
第
１
部
経
商

コ
ー
ス
50
名
・
第
２
部
55
名
の
新

入
生
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
学
業

へ
の
熱
意
が
強
い
新
入
生
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
法
経
科
教
員

一
同
、
そ
の
よ
う
な
学
生
一
人
一

人
の
進
路
が
き
ち
ん
と
決
ま
る
よ

う
、
学
校
教
育
に
力
を
込
め
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
は

激
し
く
、
常
に
、
社
会
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
法
経
科
の
構
築
に
向

け
た
努
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
と

り
わ
け
、
少
子
高
齢
化
や
、
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
の
充
実
を
考
慮
し
た

本
学
科
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
な
ん
と
か
法
経
科
の
機

能
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

よ
う
な
緊
急
事
態
に
対
す
る
強
い

耐
久
性
の
あ
る
法
経
科
を
築
き
上

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を

考
慮
し
、
法
経
科
に
お
け
る
、
入

試
制
度
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
地
域

連
携
や
産
学
官
連
携
、教
員
採
用
、

な
ど
の
体
制
を
整
え
て
ゆ
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
４
月
の
新
入
生
よ
り
、

食
物
栄
養
学
科
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
２
年
生
は
生
活
科
学
科 

食

物
栄
養
学
専
攻
で
、
こ
れ
ま
で
通

り
の
科
目
の
履
修
が
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
本
年
度
は
２
つ
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
動
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

昨
年
度
、
中
止
や
延
期
に
な
っ

た
入
学
式
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
等
は
４
月
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
全
て
の

授
業
が
対
面
授
業
に
な
り
、
実
験

実
習
に
関
し
て
は
２
箇
所
に
分
か

れ
て
の
対
面
実
習
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
２
年
生
は
、
昨
年
、
遠
隔

授
業
が
多
く
、
十
分
な
実
験
や
実

習
の
体
験
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
積
極

的
に
実
習
等
に
取
り
組
ん
で
る
様

子
が
各
担
当
教
員
か
ら
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
年
生
は
選
択
科
目

の
特
別
演
習
（
ゼ
ミ
）
の
履
修
が

８
割
以
上
に
な
る
な
ど
、
授
業
等

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
み
ら

れ
ま
す
。
地
域
貢
献
活
動
な
ど
の

課
外
活
動
で
は
、
高
校
生
の
運
動

部
の
栄
養
サ
ポ
ー
ト
や
国
体
弁
当

メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
な
ど
、
２
年
生

を
中
心
と
し
て
学
生
が
活
躍
で
き

る
場
面
も
多
く
な
り
熱
心
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

１
年
生
は
、
入
学
時
よ
り
対
面

授
業
で
講
義
や
実
習
を
受
け
て
い

ま
す
。
食
物
栄
養
学
入
門
と
い
う

講
義
に
お
い
て
、
講
義
や
実
習
の

受
け
方
や
授
業
内
容
が
栄
養
士
の

ど
の
よ
う
な
仕
事
内
容
に
つ
な
が

る
か
等
の
説
明
を
受
け
、
授
業
や

実
習
に
取
り
組
む
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
高
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
食
物
栄
養
学
科
の
１
期
生
と

し
て
、
今
後
、
授
業
や
実
習
等
へ

の
主
体
的
な
取
り
組
み
が
期
待
で

き
ま
す
。

よ
り
充
実
し
た
法
経
科
に
向
け
て

よ
り
充
実
し
た
法
経
科
に
向
け
て

法
経
科
長

法
経
科
長
　　
大
　
畑
　
智
　
史

大
　
畑
　
智
　
史

食
物
栄
養
学
科
の
現
況

食
物
栄
養
学
科
の
現
況

食
物
栄
養
学
科
長

食
物
栄
養
学
科
長
　　
橋
　
本
　
博
　
行

橋
　
本
　
博
　
行

　

生
活
科
学
科
は
昨
年
度
ま
で

「
食
物
栄
養
学
専
攻
」
と
「
生
活
科

学
専
攻
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
後
者

の
み
の
学
科
と
な
っ
て
お
り
ま 

す
。
学
生
定
員
は
１
０
０
名
で
、

今
年
度
は
１
０
８
名
の
入
学
者
を

迎
え
て
い
ま
す
。「
生
活
科
学
」
と

は
「
家
政
学
」
と
学
問
領
域
に
お

い
て
重
な
る
も
の
で
、
生
活
主
体

（
個
人
、
家
族
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

と
環
境
と
の
相
互
関
係
を
、
総
合

的
か
つ
実
践
的
に
研
究
す
る
こ
と

に
よ
り
、
人
々
の
福
利
（w

ell-
being

）
や
生
活
の
質
（Quality 

of Life

）
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
指
す
学
問
で
す
。
本
学
科

は
生
活
主
体
に
つ
い
て
中
心
的
に

学
ぶ
「
生
活
福
祉
・
心
理
コ
ー
ス
」

と
、
主
と
し
て
環
境
の
側
に
つ
い

て
学
ぶ
「
居
住
環
境
コ
ー
ス
」
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
学
生

は
、
衣
食
住
や
生
活
構
造
・
生
活

実
践
に
関
す
る
科
目
を
基
礎
に
、

両
コ
ー
ス
の
専
修
科
目
を
も
履
修

す
る
こ
と
で
、
生
活
科
学
に
つ
い

て
の
総
合
的
な
理
解
を
獲
得
で
き

ま
す
。

　

本
学
科
の
特
色
の
一
つ
は
地
域

社
会
に
暮
ら
す
人
々
の
福
利
や 

QOL

の
向
上
に
か
か
わ
る
資
格
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
条
件
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、「
生

活
福
祉
・
心
理
コ
ー
ス
」
で
は
「
社

会
福
祉
士
基
礎
資
格
」、「
居
住
環

境
コ
ー
ス
」
に
は
「
一
級
・
二
級
・

木
造
建
築
士
受
験
資
格
」
が
得
ら

れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て

お
り
、
卒
業
後
に
資
格
取
得
に
成

功
し
た
学
生
も
出
て
お
り
ま
す
。

も
う
一
つ
の
特
色
は
四
年
制
大
学

へ
の
編
入
学
希
望
者
が
多
い
こ
と

で
あ
り
、
前
者
で
は
主
と
し
て
私

大
文
系
に
、
後
者
で
は
主
に
国
公

立
理
系
の
学
部
学
科
に
、
そ
れ
ぞ

れ
毎
年
10
名
近
い
学
生
を
送
り
出

し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
生
生
活
に
は

様
々
な
制
約
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
可
能
な
範

囲
で
最
大
限
に
、
有
意
義
に
過
ご

し
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
人
と
の
つ
な
が
り

を
つ
く
り
、
相
互
に
学
び
合
う
場

を
提
供
す
る
の
は
大
学
の
重
要
な

役
割
の
1
つ
で
す
。

　

学
生
部
で
は
毎
月
、
学
生
自
治

会
、
学
祭
実
行
委
員
会
、
三
科
合

同
ク
ラ
ブ
委
員
会
、
生
協
学
生
委

員
会
が
協
議
す
る
「
三
部
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
、

学
生
部
と
自
治
会
、
学
祭
実
行
委

員
会
の
三
者
が
協
議
す
る
場
で

あ
っ
た
た
め
「
三
部
会
」
と
呼
ん

で
き
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
の
提
案
、
要
望
を
ふ

ま
え
て
ど
う
す
れ
ば
実
現
で
き
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、

学
生
と
と
も
に
工
夫
を
重
ね
て
い

ま
す
。
今
年
4
月
に
は
新
入
生
歓

迎
会
、
そ
し
て
新
入
生
歓
迎
日
帰

り
バ
ス
旅
行
を
開
催
し
、
多
く
の

新
入
生
が
参
加
し
交
流
を
促
進
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
治
会
や
学
祭
実
行
委
員
会
等

か
ら
の
提
案
が
あ
り
、
今
年
10
月

に
は
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
11
月
に
は

2
日
間
に
わ
た
っ
て
大
学
祭
を
企

画
し
開
催
す
る
予
定
で
す
。
近
年

は
不
開
催
と
な
っ
て
い
た
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
実
施
し
た
い
と
い
う
学

生
の
思
い
を
形
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
も
で
き
る
こ
と
は
実
施
し

て
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る

場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

大
学
祭
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

参
加
も
可
能
に
す
る
た
め
に
、
映

像
配
信
の
同
時
中
継
も
想
定
し
て

企
画
立
案
を
進
め
て
い
ま
す
。
企

生
活
科
学
科
の
現
況

生
活
科
学
科
の
現
況

生
活
科
学
科
長
　

生
活
科
学
科
長
　  

南
　
　
　
有
　
哲

南
　
　
　
有
　
哲

　

三
重
短
期
大
学
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
は
、
２
０
０
８
年
４
月
に
本

学
と
地
域
と
の
連
携
に
取
り
組
む

た
め
の
部
局
と
し
て
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
連
携
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
、

い
ず
れ
も
多
方
面
か
ら
の
支
援
を

得
て
、
着
実
に
そ
の
成
果
を
上
げ

て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
事
業
は
、
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
、
最
も
重
要
な
位
置
づ
け

と
な
っ
て
い
る
の
が
生
涯
学
習
の

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
こ

の
分
野
に
お
い
て
中
心
に
な
る
の

は
、「
地
域
連
携
講
座
」
と
「
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
の
二
つ
の
事
業

で
す
。「
地
域
連
携
講
座
」
は
、
本

学
の
教
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を

務
め
て
、
各
分
野
の
著
名
な
研
究

者
や
実
務
家
を
お
招
き
し
、
最
先

端
の
知
見
を
市
民
に
提
供
す
る
講

座
で
す
。「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」

は
、
本
学
の
教
員
が
講
師
と
な
り
、

毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
５
日

間
10
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
状
況
を
鑑
み
、
両

講
座
と
も
残
念
な
が
ら
不
開
講
の

や
む
な
き
に
至
り
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
ま
ず
「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
」
に
つ
い
て
、
感
染
防
止
対
策

に
努
め
な
が
ら
対
面
で
の
講
座
を

再
開
い
た
し
ま
し
た
。
第
１
日
目

か
ら
、
大
勢
の
方
に
出
席
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
い
か
に
市
民
の

皆
さ
ん
が
こ
の
講
座
を
心
待
ち
に

さ
れ
て
い
た
か
、
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。「
地
域
連
携
講
座
」
も
、
10

月
に
開
講
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
政
と
の
連
携
の
分
野
で
は
、

政
策
研
究
・
研
修
が
あ
り
ま
す
。

県
や
津
市
及
び
近
隣
の
自
治
体
職

員
を
対
象
に
、
特
定
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
本
学
の
教
員
と
と
も
に
研

究
・
研
修
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
三
十
三
総
研
と
の
連
携

事
業
で
あ
る
「
小
論
文
・
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
」
は
、
今
年
で
15
回
目

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
テ
ー

マ
は
「w

ith/after

コ
ロ
ナ
時
代

の
暮
ら
し
方
～SDGs

の
視
点
か

ら
～
」
で
す
。
少
し
で
も
多
く
の

学
生
が
応
募
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
、
イ
ラ
ス
ト
部
の
学
生

に
よ
る
可
愛
い
イ
ラ
ス
ト
を
配
し

た
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

ま
た
応
募
期
間
を
12
月
半
ば
ま
で

延
長
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
高
大
連
携
事
業
、
三

重
大
と
の
連
携
事
業
で
あ
る
「
高

等
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
み
え
」

を
通
じ
た
地
域
貢
献
、
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
な
ど
を
通

じ
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
は
、
大

学
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
の

役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長
　

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長
　  

藤
　
枝
　
律
　
子

藤
　
枝
　
律
　
子

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

学
生
部
長
　

学
生
部
長
　  

長
　
友
　
薫
　
輝

長
　
友
　
薫
　
輝

画
の
骨
子
は
、
人
と
の
つ
な
が
り

を
つ
く
る
、
と
い
う
点
に
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
津
市
内
の
食
品
に

関
す
る
事
業
所
に
ご
協
力
を
得

て
、
大
学
祭
に
て
商
品
の
魅
力
を

紹
介
し
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
企
画

を
学
生
が
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
方
々
と

学
生
が
つ
な
が
る
機
会
を
積
極
的

に
作
り
出
す
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、

学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ
場
を
引
き

続
き
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。



2021年９月10日 第10号
　

図
書
館
の
所
蔵
資
料
は
、
令
和

２
年
度
末
で
図
書
１
０
２
，

２
４
０
冊
（
和
書
９
７
，４
６
８

冊
、
洋
書
４
，７
７
２
冊
）、
雑
誌

１
２
７
種
（
和
雑
誌
１
０
０
種
、

洋
雑
誌
15
種
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ジ
ャ
ー
ナ
ル
12
種
）、
紀
要
６
８
３

種
、
新
聞
８
種
（
外
国
紙
２
種
含

む
）、
視
聴
覚
資
料
３
７
９
タ
イ
ト

ル
で
、
小
規
模
図
書
館
で
あ
り
な

が
ら
、
20
万
冊
を
超
え
る
資
料
を

所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
は
、
入
館

者
数
９
，１
５
２
人
、
貸
出
者
数

２
，２
２
９
人
、
貸
出
冊
数
４
，

３
２
７
冊
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

図
書
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、

６
４
５
件
（
所
蔵
調
査
３
２
９
件
、

事
項
調
査
３
１
６
件
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、利

用
は
大
幅
に
減
り
ま
し
た
が
、感
染

症
対
策
を
し
な
が
ら
、学
業
支
援

を
行
い
ま
し
た
。現
在
は
、来
館
が

不
安
な
場
合
に
活
用
で
き
る
電
子

書
籍
な
ど
の
非
来
館
サ
ー
ビ
ス
、対

面
せ
ず
に
貸
出
で
き
る
「
図
書
貸

出
ロ
ッ
カ
ー
」や
時
間
外
も
利
用
で

き
る
返
却
ポ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
始
ま
っ
た
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
は
、
今
は
、
当

館
を
メ
イ
ン
に
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
が
、
普
段
は
中
学
生
向
け

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
、

積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
は
、
本
を
借
り
る
だ
け
で

な
く
、
居
場
所
と
し
て
の
機
能
も

持
つ
施
設
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り附

属
図
書
館

附
属
図
書
館

　今回の同窓会総代会につきましては、新型コロナウィルス感染拡
大防止の観点から「書面決議」で開催されました。
　令和元年度、令和２年度の事業報告と決算報告、会計監査報告、
令和３年度の事業計画と予算を上程し、原案通り承認されました。

自　R2.4.1

至　R3.3.31 　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

項  　  目
予  算  額

(A)
収入済額

(B）
比較増減

(B-A）
摘          要

前 年 度 繰 越 金 7,746,830 7,746,830 0
会　  費  　収 　 入 1,770,000 1,765,000 △ 5,000 　5,000円×353名

預 金 利 子 収 入 1,000 645 △ 355  預金利子　百五銀行 645円

寄付金 1,000,000 1,000,000 水飼健治様

雑収入 0 13,158 0 郵送料返金

合　　　　計 9,517,830 10,525,633 994,645

項  　  目
予  算  額

(A)
支出済額

(B）
比較増減

(A-B）
摘          要

協　 賛 　事　 業 　費 350,000 0 350,000

助 　成　 事　 業 　費 930,000 68,526 861,474  学報みえたん助成

卒業記念品作成費 200,000 158,950 41,050 手提袋 学位記ホルダー(教育振興会と分担)

同窓会だより発行費 300,000 144,000 156,000  会報みえたん　73号　原稿料

　　

会   議   運   営   費 500,000 217,813 282,187  役員会　会報編集委員会　開催費　

事        務        費 200,000 98,617 101,383  通信運搬費、.送金手数料、事務消耗品

予        備        費 32,830 0 32,830

小　　　　　計 2,512,830 687,906 1,824,924
特別学生支援費 3,000,000 2,353,820 646,180 新型コロナウィルス感染対策支援金としてプリペイドカード配布

特別事業準備費 4,000,000 0 4,000,000
合　　　　　計 9,512,830 3,041,726 6,471,104

　収入済額 10,525,633円　－　 支出済額 3,041,726円　＝　次年度繰越額 7,483,907円　

現金、預金残高
金　　　額

現　     　　金 38,117
普  通  預  金 7,445,790
定  期  預  金 0

計 7,483,907

令和２年度三重短大同窓会決算書

収　　　           　　　　入

支　　　           　　　　出

摘　　　　                          　　　　　　要
    現金 38,117円　　　　　　

　  百五銀行　7,445,790円

同　窓　会　だ　よ　り同　窓　会　だ　よ　り
−事業報告と決算−

円 円 円

3,987,088 3,987,088 0
新入生会費　　　　　  法Ⅰ・生活　　267人 　16,020,000円

18,170,000 18,170,000 0 法Ⅱ　　　　　　 86人 　　2,150,000円

5,740,000 5,740,000 0

1,000 118 △ 882 預金利子118円

27,898,088 27,897,206 △ 882

当初予算額 流用・補正 予算現額 決算額 不用額 備考（主なもの）

円 円 円 円

27,898,088 0 27,898,088 24,920,278 2,977,810

1,810,000 0 1,810,000 1,571,984 238,016

事 務 職 員 給 与 1,500,000 0 1,500,000 1,369,544 130,456 振興会臨時職員給与　

通 信 費 170,000 0 170,000 139,872 30,128 学報みえたん、総会通知郵送料等

消 耗 品 費 10,000 0 10,000 5,395 4,605

手 数 料 80,000 0 80,000 57,173 22,827 口座振込手数料

備 品 費 50,000 0 50,000 0 50,000

16,000 0 16,000 11,000 5,000

会 議 費 1,000 0 1,000 0 1,000

役 員 行 動 旅 費 15,000 0 15,000 11,000 4,000 監査開催時行動旅費

26,072,000 0 26,072,000 23,337,294 2,734,706

6,331,000 0 6,331,000 5,542,077 788,923

研 修 旅 費 補 助 51,000 0 51,000 0 51,000

入学試験啓蒙及び 実施 補助 1,800,000 0 1,800,000 1,692,827 107,173 大学案内パンフレット作成費等

清 掃 費 補 助 20,000 0 20,000 0 20,000

消 耗 品 費 補 助 30,000 0 30,000 22,843 7,157

印 刷 費 補 助 80,000 0 80,000 37,950 42,050 学報みえたん印刷費

図 書 及 び 備 品 費 補 助 250,000 0 250,000 53,584 196,416 医務室備品購入費等

教 員 研 究 費 補 助 3,960,000 0 3,960,000 3,734,873 225,127 学会費補助、消耗品等

特 別 研 究 費 補 助 50,000 0 50,000 0 50,000

学 外 活 動 等 保 険 料 10,000 0 10,000 0 10,000

報 償 費 80,000 0 80,000 0 80,000

14,681,000 0 14,681,000 13,320,389 1,360,611

学 生 補 導 費 300,000 0 300,000 207,075 92,925 Ｗｉｆｉ接続料、学生支援品郵送料

学 外 実 習 費 補 助 120,000 0 120,000 5,278 114,722

厚 生 事 業 費 870,000 0 870,000 759,000 111,000
相談室運営費

就 職 対 策 費 1,700,000 0 1,700,000 1,071,180 628,820 編入学講座補助、４１番教室プロジェクター修理

食 堂 運 営 費 補 助 600,000 0 600,000 600,000 0
学生食堂運営補助

文 化 事 業 費 2,480,000 0 2,480,000 2,300,000 180,000 クラブ助成金、自治会補助、大学祭補助

交 歓 競 技 会 補 助 1,000 0 1,000 0 1,000

卒 業 式 等 実 施 補 助 1,300,000 0 1,300,000 1,067,856 232,144
卒業記念パーティ補助、学位記ホルダー等

学 務 学 生 支 援 補 助 7,310,000 0 7,310,000 7,310,000 0 学生支援品補助

当初予算額 流用・補正 予算現額 決算額 不用額 備考（主なもの）

円 円 円 円 円

1,700,000 0 1,700,000 1,304,285 395,715

学 術 研 究 費 補 助 650,000 483,535 1,133,535 1,133,535 0 地研消耗品費補助

学 術 研 究 旅 費 補 助 650,000 △ 499,305 150,695 0 150,695

研 究 機 関 誌 補 助 150,000 15,770 165,770 165,770 0 地研年報印刷費補助

発展計画委員会等補助 250,000 0 250,000 4,980 245,020 アンケート用外付けHD

1,810,000 0 1,810,000 1,773,914 36,086

図 書 購 入 費 1,510,000 0 1,510,000 1,509,265 735 学術誌等購入費

印 刷 費 180,000 0 180,000 144,699 35,301 図書館だより印刷、雑誌製本費等

消 耗 品 費 120,000 0 120,000 119,950 50

1,500,000 0 1,500,000 1,387,829 112,171

校舎整備費補助 1,500,000 0 1,500,000 1,387,829 112,171
Ｗｉｆｉ機器、手指消毒関係製品購入費、空調機

器取り換え修繕費等

50,000 0 50,000 8,800 41,200

渉 外 費 補 助 50,000 0 50,000 8,800 41,200 供花・生花代

0 0 0 0 0

積 立 金 0 0 0 0 0

88 0 88 0 88

予 備 費 88 0 88 0 88 歳入決算による

27,898,088 0 27,898,088 24,920,278 2,977,810

円

円

円 （翌年度繰越金）

　　会長

令和２年度教育振興会収入支出決算書

収入 三重短期大学教育振興会

科　　　　　　　目 予算額 決算額
予算額に対する決算額の

比較増減額
備       考

学校運営費補助

繰 越 金

会 費

繰 入 金

雑 収 入

合 計

支出

科　　　　　　　目

教育振興会費

事務費

会議費

事業費

支 出 決 算 額 24,920,278

補導厚生費補助

科　　　　　　　目

講座研究費補助

附属図書館費補助

校舎整備費補助

渉外費補助

積立金

予備費

合　　　　　計

収 入 決 算 額 27,897,206

平　松　　敏

差 引 残 額 2,976,928

上記のとおり決算を提出します。

令和３年５月１３日

三重短期大学教育振興会

　

五
月
十
三
日
、
役
員
会
を
開
催

し
、
そ
の
後
、
総
会
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
「
書
面

決
議
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
役
員
の
選
任
、
令

和
２
年
度
収
入
支
出
決
算
、
令
和

３
年
度
収
入
支
出
予
算
な
ど
を
上

程
し
た
第
１
～
６
号
議
案
に
つ
い

て
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
は
平
松
会
長
、
並
び
に

小
野
副
会
長
に
留
任
い
た
だ
き
、

二
名
の
保
護
者
の
方
々
が
書
記
、

評
議
員
に
選
任
さ
れ
る
な
ど
、
合

計
二
十
九
名
に
よ
る
役
員
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

　

決
算
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

学
生
へ
の
支
援
品
の
補
助
や
ク
ラ

ブ
や
自
治
会
な
ど
へ
の
補
助
な
ど

で
あ
り
、
本
年
度
予
算
は
、
学
生

支
援
補
助
を
含
む
厚
生
費
補
助
が

主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
振
興
会
は
、
昭
和
二
十
七

年
五
月
の
開
学
直
後
に
発
足
し
、

本
学
の
教
育
目
標
で
あ
る｢

広
い

分
野
の
総
合
的
な
知
識
と
深
い
専

門
的
学
術
を
教
授
研
究
し
、
豊
か

な
人
間
性
と
高
い
知
性
を
備
え
、

議
論
的
で
自
主
的
な
判
断
能
力
に

加
え
応
用
力
や
実
践
力
の
富
む
有

為
な
人
材
育
成
を
す
る
こ
と｣

の

達
成
の
た
め
に
、
教
育
の
拡
充
や

施
設
整
備
等
の
援
助
を
図
り
、
学

生
が
よ
り
良
い
環
境
の
中
で
学
び

教
養
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
活
動
し

て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
役
員
会
・
総
会

令
和
３
年
度
役
員
会
・
総
会

三
重
短
期
大
学
教
育
振
興
会

三
重
短
期
大
学
教
育
振
興
会

　

就
職
や
編
入
学
な
ど
、
学
生
そ

れ
ぞ
れ
が
思
い
描
い
た
進
路
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

前
期
に
開
講
し
て
い
る
「
キ
ャ

リ
ア
形
成
セ
ミ
ナ
ー
」（
毎
週
火
曜

日
、
第
９
・
10
限
）
に
は
今
年
度
、

２
８
１
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
昨

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
不
開
講
と
な
っ
た

た
め
、
今
年
度
の
同
科
目
に
は
、

１
年
生
の
み
な
ら
ず
２
年
生
も
多

く
受
講
し
ま
し
た
。

　

前
葉
泰
幸
津
市
長
を
は
じ
め
、

毎
回
様
々
な
分
野
か
ら
講
師
を
お

招
き
し
、
職
業
観
や
人
生
観
に
触

れ
る
こ
と
を
通
し
て
、
今
後
の
進

路
選
択
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
と
し
て
、
座
席
間
隔
を
空

け
て
着
席
し
て
い
る
た
め
、
本
学

４
階
の
教
室
で
最
も
大
き
い
41
番

教
室
に
て
ご
講
演
い
た
だ
い
て
い

る
様
子
を
、
同
時
中
継
で
他
の
３

つ
の
教
室
に
配
信
し
受
講
す
る
と

い
う
本
学
の
授
業
で
も
初
の
試
み

で
し
た
。
本
学
教
職
員
の
協
力
、

そ
し
て
何
よ
り
学
生
の
理
解
を
得

て
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
だ
け
で
な
く
、
受
講
後
の
学
生

か
ら
は
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

意
識
す
る
よ
い
契
機
と
な
っ
た
と

大
変
好
評
で
し
た
。

　

学
生
そ
れ
ぞ

れ
の
就
職
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す

る
就
職
支
援
室

で
あ
る
Ｔ
Ａ
Ｓ

Ｋ　

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

で
は
、
求
人
票

や
就
職
試
験
受

験
報
告
書
、
企

業
説
明
会
案
内

な
ど
の
各
種
資

料
を
備
え
、
週

に
２
～
３
日
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
常

駐
し
て
進
路
相

談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｓ

Ｋ　

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

の
中
に
面
談

コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
お
り
、
面

接
指
導
や
マ

ナ
ー
指
導
を
よ

り
実
践
的
に
細

や
か
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ

担
当
教
員
や
ク
ラ
ス
担
任
教
員

も
、
履
歴
書
や
志
望
理
由
書
の
添

削
、
面
接
練
習
な
ど
を
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

　

図
書
館
に
は
各
大
学
の
編
入
学

生
募
集
要
項
や
編
入
学
試
験
受
験

報
告
書
、
卒
業
生
が
寄
贈
し
た
編

入
学
試
験
対
策
テ
キ
ス
ト
な
ど
が

あ
り
、
編
入
学
希
望
者
が
活
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
務
員
試
験

受
験
報
告
書
や
公
務
員
試
験
受
験

案
内
な
ど
の
資
料
も
あ
り
、
公
務

員
志
望
者
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
就
職
活
動
に
つ
い
て

は
、
活
動
開
始
時
期
等
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
２
年
生
と
同
様

に
、
現
１
年
生
は
後
期
か
ら
開
催

さ
れ
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加

し
、
就
職
活
動
に
臨
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
編

入
学
試
験
対
策
講
座
、公
務
員
試

験
対
策
講
座
を
開
講
し
て
い
ま

す
。編
入
学
試
験
対
策
講
座
で
は

英
語
と
小
論
文
の
講
義
を
行
い
、

三
重
大
学
編
入
学
試
験
対
策
も

行
っ
て
い
ま
す
。公
務
員
試
験
対

策
講
座
に
つ
い
て
は
主
に
１
年
生

を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、受
講

生
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
年
生
の
就
職
内
定
者
は
コ
ロ

ナ
禍
で
も
あ
り
、
や
や
厳
し
い
滑

り
出
し
で
す
。
編
入
学
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
三
重
大
学
人
文
学

部
２
名
、
同
大
学
生
物
資
源
学
部

３
名
、
同
大
学
工
学
部
に
１
名
、

福
井
大
学
工
学
部
１
名
、
関
西
大

学
総
合
情
報
学
部
１
名
に
合
格
者

が
出
て
い
ま
す
。

　

編
入
学
試
験
、
公
務
員
試
験
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
本
番
の
時
期
を

迎
え
ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
よ
り

よ
い
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
な
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
た
よ
り

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
た
よ
り

キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
会

キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
会
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令
和
２
年
度
の
企
業
の
採
用
活

動
に
つ
い
て
は
、
３
月
１
日
の
採

用
広
報
解
禁
直
後
、
多
く
の
企
業

説
明
会
等
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と

な
り
、
そ
の
後
の
採
用
活
動
に
お

い
て
も
採
用
の
中
止
や
選
考
時
期

の
延
期
な
ど
の
動
き
が
見
ら
れ
、

学
生
の
就
職
活
動
は
非
常
に
厳
し

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

編
入
学
試
験
に
お
い
て
は
、
試

験
日
程
や
試
験
内
容
が
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
、
戸
惑
う
学
生
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
内
定

率
は
前
年
比
で
10
ポ
イ
ン
ト
前
後

低
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
が
、
年

度
末
に
は
例
年
並
み
の
95
・
９
％

ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
求
人
を
減
ら
す
企
業
も
あ
れ
ば

増
や
す
企
業
も
あ
り
、
就
職
先
は

確
保
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

栄
養
士
職
や
福
祉
職
で
は
、
施
設

見
学
等
が
困
難
に
な
っ
た
例
も
あ

り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
求

人
へ
の
影
響
は
少
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

令
和
２
年
度
の
進
路
状
況
は
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

法
経
科
第
１
部
卒
業
生
１
０
３

名
中
、
進
学
19
名
（
う
ち
大
学
編

入
16
名
）、
就
職
63
名
（
う
ち
公
務

員
９
名
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

法
経
科
第
２
部
は
卒
業
生
82
名

中
、
進
学
26
名
（
同
22
名
）、
就
職

22
名
（
同
１
名
）
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

生
活
科
学
科
食
物
栄
養
学
専
攻

は
卒
業
生
47
名
中
、進
学
６
名（
同

５
名
）、
就
職
39
名
（
同
０
名
）
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
活
科
学
科
生
活
科
学
専
攻

は
、
卒
業
生
１
０
９
名
中
、
進
学

21
名
（
同
19
名
）、
就
職
64
名
（
同

４
名
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

編
入
学
先
と
し
て
は
、
国
公
立

大
学
30
名
（
三
重
13
名
、
島
根
４

名
、
愛
媛
２
名
、
福
井
２
名
、
大

阪
市
立
、
香
川
、
金
沢
、
滋
賀
、

埼
玉
県
立
、
滋
賀
県
立
、
島
根
県

立
、
福
知
山
公
立
、
都
留
文
科
）、

私
立
大
学
32
名
（
南
山
３
名
、
龍

谷
３
名
、
大
阪
経
済
３
名
、
京
都

産
業
２
名
、
日
本
福
祉
２
名
、
関

西
、
神
戸
学
院
、
東
京
経
済
、
京

都
女
子
、
追
手
門
学
院
、
東
海
学

院
、
徳
島
文
理
、
皇
学
館
、
摂
南
、

北
陸
、
関
東
学
院
、
東
京
医
療
保

健
、
武
庫
川
女
子
、
兵
庫
、
山
梨

英
知
、
金
城
学
院
、
愛
知
工
業
、

中
央
（
通
信
教
育
課
程
）、
放
送
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
就
職
先
と
し
て
は
、
法

経
科
第
１
部
法
律
コ
ー
ス
で
は
公

務
員
（
三
重
県
庁
、
三
重
県
警
察
、

松
阪
市
等
）、法
経
科
第
１
部
経
商

コ
ー
ス
で
は
金
融
機
関
、
生
活
科

学
科
食
物
栄
養
学
専
攻
で
は
フ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
、
生
活

科
学
科
生
活
科
学
専
攻
で
は
住

宅
・
不
動
産
、
社
会
福
祉
法
人
な

ど
、
学
科
の
特
色
を
生
か
し
た
希

望
先
に
就
職
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
　

法
経
科
第
１
部
自
治
会
長

�

鈴　

木　

美　

咲

　

私
た
ち
１
部
自
治
会
は
法
経
科

第
１
部
・
食
物
栄
養
学
科
・
生
活

科
学
科
の
学
生
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
活
動
が
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
主
な
活
動
と
し
て
は
４
月
の

新
入
生
歓
迎
会
や
11
月
の
大
学
祭

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

進
ん
で
生
協
学
生
委
員
会
や
大
学

祭
実
行
委
員
会
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。
今
年 

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
生
の
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

新
し
い
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

実
行
で
き
る
・
で
き
な
い
よ
り 

も
、
ま
ず
は
考
え
て
案
と
し
て
形

に
し
て
み
る
と
い
う
こ
と
に
も
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
２
年

間
と
い
う
短
い
学
生
生
活
を
よ
り

楽
し
く
過
ご
し
た
い
、
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う

方
は
是
非
一
部
自
治
会
へ
！
あ
な

た
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
考
え
が
形
に

な
り
、
学
生
の
皆
さ
ん
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
で

す
！

　
　

法
経
科
第
２
部
自
治
会
長

�

糸　

川　
　
　

等

　

現
在
、
２
部
自
治
会
に
は
８
人

の
学
生
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
主

に
、
新
入
生
歓
迎
バ
ス
旅
行
、
法

経
科
第
２
部
の
新
入
生
歓
迎
パ
ー

テ
ィ
ー
の
主
催
、
大
学
祭
で
の
出

店
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
、
バ
ス
旅
行
は
今
年
、

１
０
０
人
ほ
ど
の
学
生
が
参
加

し
、
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
＆

ジ
ャ
ズ
ド
リ
ー
ム
長
島
に
行
き
ま

し
た
。
ま
た
、
秋
頃
に
コ
ロ
ナ
対

策
を
し
た
上
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

多
く
の
学
生
が
、
楽
し
い
大
学
生

活
を
送
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
１
つ
で
も
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
是
非
参
加
・
見
学

を
し
に
来
て
く
だ
さ
い
！
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！

四
月
…�

入
学
式（
中
止
）、
新
入
生

各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
案
内

資
料
を
送
付
）、大
津
波
想

定
避
難
訓
練
（
中
止
）

六
月
…�

前
期
普
通
講
義
開
始

（
二
十
二
日
～
）

七
月
…�

健
康
診
断
（
二
十
三
日
、

二
十
四
）、サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
中
止
）

八
月
…�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
申

込
者
へ
資
料
を
送
付
対

応
）

九
月
…�

前
期
成
績
発
表
（
二
十
三

日
、
二
十
四
日
）、
後
期
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
二
十
三
日
、二
十
四
日
）、

十
月
…�

後
期
講
義
開
始
（
五
日

～
）、オ
ン
ラ
イ
ン
受
験
相

談
会
（
十
七
日
）

十
一
月�

…
関
連
分
野
入
学
試
験

（
七
日
）、
大
学
祭（
中
止
）

十
二
月�

…
推
薦
入
学
試
験
（
十
二

日
、
十
三
日
）、
受
験
相
談

会（
十
九
日
）、
冬
季
休
業

（
二
十
四
日
～
一
月
三
日
）

一
月
…�

後
期
普
通
講
義
再
開
（
四

日
～
）、
後
期
補
講

（
二
十
五
日
～
二
十
九
日
）

二
月
…�

法
経
科
第
２
部
受
験
相
談

会（
六
日
）、
一
般
入
学
試

験
（
八
日
、
九
日
）、
後
期

追
試
験
（
十
五
日
）、
オ
ン

ラ
イ
ン
大
学
祭（
十
一
日
）

三
月
…�

後
期
成
績
発
表
（
一
日
、

二
日
）、法
経
科
第
２
部
入

学
試
験（
七
日
）、
学
位
記

授
与
式
（
二
十
日
）

　

令
和
３
年
３
月
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
学
位
記
授
与
式
に
お
き
ま
し
て

次
の
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

食
物
栄
養
専
攻
並
び
に
生
活
科
学
専
攻
生
活
福
祉
・
心
理
コ
ー
ス
の

成
績
優
秀
者
に
対
し
、
社
団
法
人
全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
、
並
び

に
一
般
社
団
法
人
日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
学
校
連
盟
よ
り
授
与

さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
表
彰

　

食
物
栄
養
学
専
攻

　

井
口　

瑞
貴（
い
ぐ
ち　

み
ず
き
）

●
日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
学
校
連
盟
表
彰

　

生
活
科
学
専
攻　

生
活
福
祉
・
心
理
コ
ー
ス

　

奥
村　

真
奈
（
お
く
む
ら　

ま
な
）

　

大
学
祭
実
行
委
員
会
委
員
長　

�

平　

嶋　

大　

雅

　

私
た
ち
大
学
祭
実
行
委
員
会
は

現
在
、
11
月
に
開
催
を
予
定
し
て

い
る
学
祭
に
向
け
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
サ
マ

フ
ェ
ス
は
中
止
、
そ
し
て
学
祭
は

延
期
さ
れ
た
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
私
を
含

め
た
学
祭
委
員
は
、
ま
だ
対
面
で

の
学
祭
を
体
験
し
た
こ
と
が
な
く
、

全
員
手
探
り
の
状
態
で
す
。
不
安

な
要
素
が
多
い
中
で
活
動
を
し
て

い
ま
す
が
、
そ
こ
を
逆
手
に
と
り
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
新
し

い
三
重
短
の
学
祭
を
築
き
上
げ
る

こ
と
が
出
来
れ
ば
良
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
、
大
学
祭
実
行
委
員
会
は
43

名
も
の
学
生
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
多
く
の
仲
間

と
一
緒
に
、「
新
し
い
学
祭
」
を
三

重
短
の
学
生
の
み
な
さ
ん
に
よ
り

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
奮
闘
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
感
染
対
策
を

徹
底
し
た
う
え
で
、
対
面
で
の
開

催
を
実
現
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
！

学
生
自
治
会
だ
よ
り

学
生
自
治
会
だ
よ
り

自
治
会
・
大
学
祭
実
行
委
員
会

自
治
会
・
大
学
祭
実
行
委
員
会

成
績
優
秀
者
表
彰

成
績
優
秀
者
表
彰

大
学
総
務
課

大
学
総
務
課

１
部
自
治
会

大
学
祭
実
行
委
員
会

令
和
二
年
度
進
路
状
況

令
和
二
年
度
進
路
状
況学　

生
　
部

学
　
生
　
部

２
部
自
治
会

令
和
二
年
度
の
学
事
報
告

令
和
二
年
度
の
学
事
報
告

大
学
総
務
課

大
学
総
務
課


